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Ⅰ 研究目的第５学年算数科「小数のかけ算」の学習指導においては、これまでに学習した「 整数）×（整（数 」の計算の仕方を基にして 「 小数）×（小数 」の計算の仕方を考えさせることが大切であ） 、（ ）る。しかし、児童は、形式的に計算はできるものの、計算の仕方を理解し、筋道を立てて説明できる。 、 、 、とは言い難い状況にある それは 小数を整数に置き換えたり 積の小数点を移動させたりする際具体物と関連づけてイメージ化する指導が困難であったためと考える。このような状況を改善するためには、考える手順と連動して具体物の大きさや数直線の長さが変化するアニメーション機能を生かした提示用教材の利用が有効であると考えられる。そこで、この研究は、第５学年算数科「小数のかけ算」の学習指導において、アニメーション機能を生かしたコンピュータ教材の開発と活用をとおして、計算の仕方についての理解を図る授業展開を明らかにし、学習指導の充実に役立てようとするものである。Ⅱ 研究仮説第５学年算数科「小数のかけ算」の学習指導において、アニメーション機能を生かした提示用コンピュータ教材を用いて次のような指導を行えば、計算の仕方についての理解を図ることができるであろう。１ 小数を整数に置き換える方法を考えさせる指導２ 整数の積が小数の積の何倍になっているかを考えさせる指導３ 整数の積を小数の積にする方法を考えさせる指導Ⅲ 研究の内容と方法１ 内容と方法(1) 第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開に関する基本構想の立案（文献法）第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開に関する基本的な考え方をまとめ、その指導についての基本構想を立案する。(2) 基本構想に基づく手だての試案の作成（文献法）基本構想に基づき、第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開についての手だての試案を作成する。(3) 基本構想に基づくコンピュータ教材の開発（開発法）基本構想に基づき、第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図るコンピュータ教材を開発する。(4) 授業実践及び実践結果の分析と考察（授業実践、質問紙法、テスト法）基本構想に基づいて開発したコンピュータ教材を活用した授業を行い、その結果を分析することにより、手だての有効性を検証する。(5) 第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開に関するまとめ実践結果の分析と考察に基づき、第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開に関してまとめる。
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２ 授業実践の対象盛岡市立巻堀小学校 第５学年（男子５名 女子５名 計10名）Ⅳ 研究結果の分析と考察１ 第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開に関する基本構想(1) 第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図ることについての基本的な考え方小数のかけ算 の計算の仕方について 小学校学習指導要領解説算数編に 小数の乗法 (小「 」 、 「 『数)×(小数)』の計算の仕方としては （整数)×(整数)の計算を行い、小数点を移動するとい、う計算手順になる 」と示されている。また、第５学年の計算領域の内容として「1/10の位ま。での小数の乗法」と示されている 「理解」とは「物事の筋道やわけ、意味をただしく知るこ。と」(日本語大辞典 講談社)である。したがって「小数のかけ算」の計算の仕方について理解した姿を、1/10の位までの小数のかけ算について計算手順のわけや意味を筋道を立てて説明できるととらえる。小数のかけ算は「整数に置き換える 「整数の計算をする 「小数点を移動する」の三つの」 」手順から成っている。そこで 「小数を整数に置き換えることが説明できる 「整数の計算を、 」することが説明できる 「小数点を移動することが説明できる 、これら三つができることに」 」より小数のかけ算の計算の仕方について理解が図られたと考える 「小数を整数に置き換える。ことが説明できる」とは小数を10倍して整数に置き換えることを説明することである 「整数。の計算をすることが説明できる」とは整数に置き換えて計算をした整数の積の大きさがもとの積の10倍、100倍になっていることを説明することである 「小数点を移動す。ることが説明できる」とは整数の計算をした結果をもとにして1/10、1/100にして小数の積を求めることを説明することである。これらの要素についてまとめたものが【表１】である。(2） 第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図るためにアニメーション機能を生かしたコンピュータ教材を用いる意義「小数のかけ算」の学習においては、小数を整数に置き換える際、乗数、被乗数を10倍し整数の計算を行ったあと、その積を１/10あるいは1/100にして小数点を移動させることを学習す。 、 、る この単元での学習は計算の手順を形式的に覚えさせるのではなく 計算の仕方を考えさせ整数に置き換える方法、整数の計算をした積が10倍､100倍になっていること､整数の積を1/10､1/100にして小数点を移動すること、という内容の理解を図る必要がある。計算の手順を形式的に覚えるとは「整数に置き換える 「整数の計算をする 「小数点を移動する」の三つの手」 」順だけを覚えることである。計算の仕方を考えさせるためには、小数を整数に置き換える方法を考えさせる指導、整数の計算をした積の大きさがもとの大きさの何倍になっているかを考え

【表１ 「小数のかけ算」計算の仕方についての要素】要 素 具体的な姿小数を整数に置き換え 小数を10倍して整数に置き換えるこることが説明できる とを説明する整数の計算をすること 整数に置き換えて計算をした整数のが説明できる 積の大きさがもとの積の10倍、100倍になっていることを説明する小数点を移動すること 整数の計算をした結果をもとにしてが説明できる 1/10、1/100にして小数の積を求めることを説明する
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させる指導、整数の大きさをもとにして小数の積の求め方を考えさせる指導を行う必要がある。これまでの授業においては、計算の仕方を考えさせるために、黒板や紙板書に絵や図、数直線をかき、考える手順と対応させて指導を行ってきた。これには、その場ですぐに書き込みができる、学習内容を消さずに次時まで残しておけるという長所があった。その一方で、小数と整数、小数の積と整数の積を提示することはできるものの、小数を整数に置き換えたり、積を10倍､100倍に変化させたり、整数の積を1/10、1/100に変化させたりすることを考える手順と連動して具体物の大きさや数直線の長さ（問題場面に出てくる物の絵や図を含む）を変化させて指導することが困難であった。一方、コンピュータ教材には、コンピュータの性能の向上やプレゼンテーションソフトの性能の向上もあり、アニメーション機能によって、数の変化を図や数直線の大きさや長さの変化として、なめらかな動画で表示できるという長所がある。アニメーション機能とは、数の変化を絵や図の大きさを変化させることで動画として表現する機能ととらえる。更に、プロジェクタを用いてスクリーンに映し出すことで、全員が集中して見ることができるという良さもある。そこで、アニメーション機能を生かし、計算の仕方をイメージ化するコンピュータ教材を開発し、プロジェクタによってスクリーンに映し出し活用することで、計算手順のわけや意味を筋道を立てて説明できるようになると考える。イメージ化とは視覚化のことであり、計算の仕方をイメージ化するコンピュータ教材とは、整数に置き換えること、整数の計算をすること、小数点を移動することを絵や図の変化で表現してイメージ化するコンピュータ教材のことである。(3) アニメーション機能を生かしたコンピュータ教材の開発と活用をとおして計算の仕方についての理解を図る授業展開「小数のかけ算」の単元の指導12時間のうち1～4時間目の指導について開発したコンピュータ教材を活用し、計算の仕方の指導を行う。ア １時間目の授業展開１時間目の導入においては、問題場面である１ｍが90円のリボンを買い、代金を求めるということをつかませるために、リボンを用いてリボンの長さが１ｍ、２ｍ、３ｍの場合について一斉指導で代金を求める式を立式させ､数直線や図をかかせ､言葉の式をつくらせる｡次に2.6ｍについて数直線や図、言葉の式を手がかりに立式させる。展開においては0.1ｍをもとにして2.6ｍを26こに置き換えさせる。次に0.1ｍの値段を求めれば整数の計算ができることに気づかせ2.6ｍ分の代金の求め方を考えさせる。イ ２、３、４時間目の導入２時間目の導入においては１時間目と同じ問題を別の計算の仕方で答えを求めることを課題として把握させる。 、３時間目の導入においては問題場面を把握させるために１ｍの重さが2.3kgのパイプが１ｍ２ｍの場合について一斉指導で重さを求める式を立式させ、数直線や図をかかせ、言葉の式をつくらせる。次に2.8ｍについて数直線や図、言葉の式を手がかりに立式させる。４時間の導入においては３時間目と同じ問題を筆算で計算することを課題として把握させる。ウ ２、３、４時間目の展開２、３、４時間目の展開において計算の仕方を考えさせる指導を行う際、小数を10倍にして整数にすることと連動して絵や図の大きさが変化することを見せ、小数を整数に置き換える方
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、 。 「 」法を見つけさせ 気づいたことを発表させ話し合わせる そして 小数を10倍して整数にすることをつかませる。次に、整数の計算と連動して絵や図の大きさが変化することを見せ、整数の積が10倍、100倍になっていることをつかませ､気づいたことを発表させ話し合わせる。そして「乗数を10倍したから積は10倍になっている、乗数と被乗数を10倍したから積は100倍になっている」ことを理解させる。最後に、整数の積を1/10、1/100にすることと連動して絵や図の大きさが変化することを見せ、小数の積の求め方を考えさせ、気づいたことを発表させ話し合わせる。そして「整数の積は10倍、100倍になっているので1/10、1/100にする」ことを理解させる。エ ５時間目の授業展開５時間目においては小数のかけ算の計算の仕方について、末尾の０を処理する場合や一の位に０を補う場合の問題と、そうでない問題との計算の仕方について比較させ、共通している点を見つけさせることで、整数に置き換える、整数の計算を行う、小数点を移動するという計算手順として一般化を図る。(4) 第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る指導についての基本構想図これまで述べてきたことを基に基本構想図を【図１】のように作成した。児童の実態 指導の実態形式的には計算できるものの、計算の仕 小数点を整数に置き換えたり、積の小方を理解し、筋道を立てて説明できるとは 数点を移動させたりする際、具体物と関言い難い 連づけてイメージ化する指導が困難
・小数を整数にする方 ・小数を 10倍して整数に法を考える することと連動して絵・ 小数を 1 0倍 し て 整 や図の大きさが変化す「数にする」ことを理 ることを見せ、小数を解する 整数に置き換える方法を見つけさせる・整数の積の大きさに ・整数の計算と連動してついて考える 絵や図の大きさが変化・ 乗数と被乗数を 10 す る こ と を 見 せ ､整 数「倍したから積は 10 の 積 が 10倍 、 10 0倍 に倍 、 1 0 0倍 に な っ て なっていることをつかいる」ことを理解す ませるる・整数の積を小数の積 ・整数の積を 1/10､1/100にする方法を考える にすることと連動して・ 整数の積は 1 0倍 、 絵や図の大きさが変化「1 0 0倍 に な っ て い る することを見せ、小数ので 1/ 1 0、 1 / 1 0 0に の積の求め方を考えさする」ことを理解す せるる

手だて授 業 展 開要素

＜第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解が図られた児童の姿＞計算手順のわけや意味を筋道を立てて説明できる児童

１ 小数を整数に置き換えることが説明できる２ 整数の計算をすることが説明できる３ 小数点を移動することがが説明できる
コンピュータ教材

【図１】第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る指導についての基本構想図
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２ 基本構想に基づく手だての試案(1) 手だての試案基本構想に基づく手だての試案を【表２】に示す。

(2) 検証計画授業実践をとおして、手だての試案の妥当性を見るために検証計画を作成し、検証を進めることとする。第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る指導にかかわって「小数を整数に置き換えることが説明できる 「整数の計算をすることが説明できる」」「小数点を移動することが説明できる」についての調査問題を作成し、事前と事後に実施し個別の伸びを比較する。その検証計画の概要を【表３】に示す。また２～４時間目に使うプリントの記述内容から判断するための基準を次頁【表４】に示す。【表３】検証計画の概要検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法小学校算 ・ 小 数 を 整 数 に 置 き 換 ・２～４時間 ・記述内容を判断するための基準を設け分数科小数の え る こ と が 説 明 で き 目に使った 析・考察するかけ算にお る プリントのける計算の ・ 整 数 の 計 算 を す る こ 記述内容仕方の理解 とが説明できる ・テスト法 ・事前事後調査を行い点数を比較し個別のに関する状 ・ 小 数 点 を 移 動 す る こ 伸びから分析・考察する況 とが説明できる ・質問紙 ・質問紙を用いてコンピュータ教材を活用した授業についての児童の意識を分析・考察する

【表２】手だての試案段 学習活動 指導上の留意点階 （Ｐはコンピュータ教材を用いた指導）導 １ 本時の問題を把握する ・実物を提示したり、乗数が整数の問題を提示したりして入 題意を把握させる・題意に合わせ一斉指導により数直線をかかせたり言葉の式を考えさせたりする・乗数が小数の問題を提示し図や数直線、言葉の式を手がかりに立式させる２ 式をもとに設定された学 ・式をもとにして本時の学習課題を設定する習課題を把握する展 ３ 解決の見通しをもつ ・小数が整数なら計算できそうだという見通しを持たせる開 ため整数の場合は計算できたことを想起させる４ 計算の仕方を考える＊小数を整数に置き換える Ｐ小数を10倍にして整数にすることと連動して絵や図の大方法を教師が提示したコ きさが変化することを見せ、小数を整数に置き換える方ンピュータ教材を見て考 法を見つけさせるえる ・気づいたことを発表させ話し合う・小数を整数に置き換える方法をプリントに記述させる・机間指導により、記述を支援する＊整数の計算をすることに Ｐ整数の計算と連動して絵や図の大きさが変化することをついて考える 見せ、整数の積が10倍、100倍になっていることをつかませる・気づいたことを発表させ話し合う・整数の計算についてプリントに記述させる・机間指導により、記述を支援する＊小数の積の求め方につい Ｐ整数の積を1/10、1/100にすることと連動して絵や図のて考える 大きさが変化することを見せ、小数の積の求め方を考えさせる・気づいたことを発表させ話し合う・小数の積の求め方ををプリントに記述させる・机間指導により、記述を支援する終 ５ 学習課題のまとめをする ・本時の学習内容について児童と一緒に振り返り本時のま末 とめをプリントに書かせる６ 感想を記入する ・本時の学習の感想を記入させる
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３ 基本構想に基づき開発したコンピュータ教材(1) コンピュータ教材開発の目標ア 「小数を整数に置き換える方法をイメージ化するコンピュータ教材」を提示し、活用することで児童が「0.1ｍが26こある 「小数を10倍して整数にする」ことを理解し「小数を整数に」置き換えることが説明できる」ようにする。イ 「整数の積をイメージ化するコンピュータ教材」を提示し、活用することで、児童が整数の積は10倍、100倍になっていることを理解し「整数の積が10倍、100倍になっていることが説明できる」ようにする。ウ 「整数の積を小数の積にする方法をイメージ化するコンピュータ教材」を提示し、活用する、 「 、ことで､児童が整数の積を1/10 1/100にして小数の積を求める方法を理解し 整数の積を1/10

２時間目検証内容 判断項目 判断するための基準小数を整数に置 10倍という言葉を用いて Ａ 2.6を10倍することや、10倍して26にすることを説明しているき換えることが 説明している Ｂ 10倍という言葉を用いて説明している説明できる Ｃ Ｂに達していない整数の計算をす 積が10倍になることを用 Ａ 90×26にすることと積が10倍になることを用いて説明しているることが説明で いて説明している Ｂ 積が10倍なることを用いて説明しているきる Ｃ Ｂに達していない小数点を移動す 1/10にすることか÷10を Ａ 2340を1/10にすることか、2340÷10を用いて説明しているることが説明で 用いて説明している Ｂ 1/10にすることか、÷10を用いて説明しているきる Ｃ Ｂに達していない３時間目検証内容 判断項目 判断するための基準小数を整数に置 10倍して整数にすること Ａ 2.3を10倍して23（整数）にすることと、2.8を10倍して28（整数）にすることき換えることが を記入している を記入している説明できる Ｂ 10倍して23（整数）にすることと、10倍して28（整数）にすることを記入しているＣ Ｂに達していない整数の計算をす 積が100倍になっているこ Ａ 23×28をすることと、積が100倍になっていることを説明しているることが説明で とを説明している Ｂ 積が100倍になっていることを説明しているきる Ｃ Ｂに達していない小数点を移動す 積を1/100にすることか、 Ａ 積が100倍になっているので1/100にするために644÷100の計算をすることを記ることが説明で 644÷100の計算をするこ 入しているきる とを記入している Ｂ 積を1/100にすることか、644÷100の計算をすることを記入しているＣ Ｂに達していない４時間目検証内容 判断項目 判断するための基準小数を整数に置 10倍して23にする、10倍 Ａ 2.3と2.8をそれぞれ10倍することと、小数点が１けた右に移ることが記入できき換えることが して28にすることを記入 ている説明できる している Ｂ 10倍して23にすることと、10倍して28にすることを記入しているＣ Ｂに達していない整数の計算をす 積が100倍になっているこ Ａ 積が100倍になっていることを記入しているることが説明で とを説明している Ｂ 積が100倍になっていることを説明しているきる (この意味を記入している）Ｃ Ｂに達していない小数点を移動す 1/100になるので小数点が Ａ 1/100になるので小数点が左へ２けた移ることを記入しているることが説明で 左へ２けた移ることを記 Ｂ 1/100にすることか、小数点が左へ２けた移ることを記入しているきる 入している Ｃ Ｂに達していない

【表４】プリントの記述内容から判断するための基準
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1/100にして小数の積を求めることが説明できる」ようにする。エ ア、イ、ウの指導を行うため【表５】に示したコンピュータ教材をアニメーション機能を生かし開発を行う。(2) コンピュータ教材開発の留意事項ア スクリーンに表示する内容を精選し児童の理解を促すように工夫するイ 注目させたい部分は字を大きくし強調するウ 具体物であるリボンやパイプを図や数直線につなぐよう配慮するエ 開発ソフトは、汎用性が高く比較的多くの人が利用できるMicrosoft社PowerPoint2003を利用する(3) コンピュータ教材の内容基本構想に基づき作成したコンピュータ教材を【表５】に示す。メニュー画面に表示された項目をクリックするとそれに対応する教材が表示されるように作成した。

ア 「小数を整数に置き換える方法をイメージ化するコンピュータ教材」次頁【図２】はリボンの長さ2.6ｍを0.1ｍをもとに整数に置き換える方法を考えさせるコンピュータ教材である。この教材を用いて、0.1ｍをもとにしていることをとらえさせ、2.6ｍは0.1ｍが26こという見方で整数に置き換え計算の仕方を考えることをつかませる。

【表５】コンピュータ教材のメニューと対応する教材名メニュー 画面 メニューの項目 教材名 開発の目標ア イ ウ エ１時間目 整数にする リボンの長さ2.6ｍを0.1ｍをもとに整数に置き換 ○ ○える方法を考えさせるためのコンピュータ教材計算をする 0.1ｍの金額を求めリボン2.6ｍの代金の求め方を ○考えさせるコンピュータ教材まとめ 2.6ｍは0.1ｍが26こ分であることを使って代金を ○求める学習をする際にまとめで用いるコンピュータ教材２時間目 整数にする 2.6ｍのリボンの長さを10倍して26ｍにすることを ○ ○理解させるためのコンピュータ教材計算をする リボンの長さを10倍したときの代金を求める方法 ○ ○と代金が10倍になることを考えさせるコンピュータ教材26ｍの代金をもとに2.6ｍの代金を求める方法を考 ○ ○えさせるコンピュータ教材まとめ 2.6ｍを10倍して26ｍにし、代金を求める方法を学 ○習する際にまとめで用いるコンピュータ教材練習問題 ２時間目の学習内容についての練習問題の答え合 ○わせに使うコンピュータ教材３時間目 整数にする １ｍが2.3kgのパイプを10倍して23kgにすることを ○ ○理解させるためのコンピュータ教材2.8ｍのパイプを10倍して28ｍにすることを理解さ ○ ○せるコンピュータ教材計算をする 乗数と被乗数を10倍して計算したときの積の大き ○ ○さを考えさせるコンピュータ教材小数の積を求める方法を考えさせるコンピュータ ○ ○教材まとめ 2.3×2.8の計算において乗数と被乗数を10倍して ○整数に置き換え積を1/100にする方法を学習する際にまとめで用いるコンピュータ教材４時間目 整数にする 2.3×2.8の乗数と被乗数を10倍して計算する方法 ○ ○を筆算形式へつなぐコンピュータ教材計算をする 小数の筆算を整数の筆算に置き換えたとき積の大 ○ ○きさが100倍になることを理解させるコンピュータ教材積の小数点を移動することと積の大きさを表す図 ○ ○が連動して変化するコンピュータ教材まとめ 2.3×2.8を筆算で計算する方法を学習する際にま ○とめで用いるコンピュータ教材
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【図３】は2.6ｍのリボンの長さを10倍して26ｍにすることを理解させるコンピュータ教材である。具体物であるリボンを絵として表示し、2.6ｍから26ｍまで伸びるという変化を提示して10倍することに気づかせる。その後、2.6ｍを10倍して26ｍにすることを理解させる。【図４】は１ｍが2.3kgのパイプを10倍して23kgにすることを理解させるコンピュータ教材である。【図５】は2.8ｍのパイプを10倍して28ｍにすることを理解させるコンピュータ教材である。2.3×2.8の問題において【図４】を提示し考えさせることで2.3を10倍して23にすることを理解させる 【図５】を提。示し考えさせることで乗数である2.8を10倍して28にすることを理解させる。 図２】リボンの長さ2.6ｍを0.1ｍをもと【 に整数に置き換える方法を考えさるコンピュータ教材

【図３】2.6ｍのリボンの長さを10倍して26ｍにすることを理解させるコンピュータ教材
【図４】１ｍが2.3kgのパイプを10倍して23kgにすることを理解させるコンピュータ教材
図５】2.8ｍのパイプを10倍して28ｍにすることを理解させるコンピュータ教材【
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【図６】は2.3×2.8の乗数と被乗数を10倍して計算する方法を筆算形式へつなぐコンピュータ教材である。2.3の小数点が右へ１けた移動するということは2.3を10倍することであり、2.3×2.8の積が10倍になったことを理解させる。次に2.8の小数点が１けた右へ移動するということは2.8を10倍することであり、積の大きさがさらに10倍になったことを理解させる。

イ 「整数の積をイメージ化するコンピュータ教材」【 】 。図７ は0.1ｍの金額を求めリボン2.6ｍの代金の求め方を考えさせるコンピュータ教材である。 、2.6ｍは0.1ｍが26個であることを示した数直線とリボンの絵を表示する リボンが2.6ｍまで伸び次に数直線と同じ間隔の目盛りが重なる｡１ｍの金額が90円であることを表示し、１ｍは0.1ｍが10こ分であることを色を変え強調し､0.1ｍの金額を求める手がかりにする。また、１ｍの金額が90円で１ｍは0.1ｍが10こ分という関係から0.1ｍ分の金額を考えることが困難な児童がいることも予想されるので、更に必要な部分だけを拡大したスライドを準備しておく。0.1ｍが９円であることと９円が26こ分であることを表示し、2.6ｍの代金の求め方を考えさせる。

次頁【図８】はリボンの長さを10倍したときの代金を求める方法と代金が10倍になることを考えさせるコンピュータ教材である 【図３】において2.6ｍを10倍して26ｍにすることを理解させ、。１ｍの金額が90円のリボンを26ｍ買ったと考えるということをつかませ、26ｍの代金を求めること

【図６】2.3×2.8の乗数と被乗数を10倍して計算する方法を筆算形式へつなぐコンピュータ教材

図７】0.1ｍの金額を求めリボン2.6ｍの代金の求め方を考えさせるコンピュータ教材【
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と、その代金は2.6ｍの代金の10倍になっていることを理解させる。【図９】は乗数と被乗数を10倍して計算したときの積の大きさを考えさせるコンピュータ教材である。2.3を10倍して23にすることと連動してパイプの絵が太くなり、23×2.8の積を表す図が下向きに大きくなる。次に2.8を10倍して28にすることと連動してパイプの絵が長くなり、23×28の積を表す図が長くなる。乗数、被乗数を10倍することと連動して絵や図の大きさが変化していくことで積の変化をイメージ化し、積が100倍になっていることを理解させる。

【図10】は小数の筆算を整数の筆算に置き換えたとき積の大きさが100倍になることを理解させるコンピュータ教材である 【図６】を表示したあと【図10】を表示し、図の大。きさの変化と 【図９】で前時に学習した積の大きさが100、倍になっているということから、筆算においても同様に積が100倍になっていることを理解させる。ウ 「整数の積を小数の積にする方法をイメージ化するコンピュータ教材」次頁【図11】は26ｍの代金をもとに2.6ｍの代金を求める方法を考えさせるコンピュータ教材である。リボンの長さが26ｍから2.6ｍへ変化していくことと10倍の表示から逆の操作を行うことを考えさせ､26ｍの代金を1/10にすれば2.6ｍの代金を求めることができることを理解させる。

【図８】リボンの長さを10倍したときの代金を求める方法と代金が10倍になることを考えさせるコンピュータ教材

図９】乗数と被乗数を10倍して計算したときの積の大きさを考えさせるコンピュータ教材【
図10】小数の筆算を整数の筆算【【【【 に置き換えたとき積の大きさが100倍になることを理解させるコンピュータ教材
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【図12】は小数の積を求める方法を考えさせるコンピュータ教材である。パイプの絵と図が、乗数が1/10になることと連動して短くなり、被乗数が1/10になることと連動して細くなる。積の大きさを絵や図の変化として表すことで整数の積を1/100にすることを理解させる。

【図13】は積の小数点を移動することと積の大きさを表す図が連動して変化するコンピュータ教材である。小数を整数に置き換えて計算した積を1/100にすることを学習する際､積の大きさは小数点を左へ１けた移動させる毎に１/10に変化していることを理解させる。

【図11】26ｍの代金をもとに2.6ｍの代金を求める方法を考えさせるコンピュータ教材

図12】小数の積を求める方法を考えさせるコンピュータ教材【

【図13】積の小数点を移動することと積の大きさを表す図が連動して変化するコンピュータ教材
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４ 授業実践及び実践結果の分析と考察(1) 第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開の概要ア 対象 盛岡市立巻堀小学校 第５学年（男子５名 女子５名 計10名）イ 授業実践の内容(ｱ) 授業実践の期間 平成18年８月29日～９月14日(ｲ) 単元名「小数のかけ算を考えよう」(ｳ) 単元の指導計画（授業実践は１～５時間目 ＊はコンピュータ教材を用いる授業）時間 ねらい 学習活動＊１ 小数をかけることの意味を理解する ・リボンを使い問題場面を把握する整数×小数の計算の仕方を理解する ・0.1ｍをもとにして2.6ｍを整数に置き換える方法を使い代金を求める＊２ 小数をかけることの意味を理解する ・前時の問題について2.6ｍを10倍し26ｍと考整数×小数の計算の仕方を理解する える方法を使い代金を求める＊３ 小数×小数の計算の仕方を理解する ・パイプの重さと長さをそれぞれ10倍し整数にする方法でパイプの重さを求める＊４ 小数×小数の筆算の仕方を理解する ・前時の問題を筆算で計算する方法を考える小数×小数の筆算ができる ・小数×小数の筆算の問題を解く５ 小数×小数の計算（末尾の０を処理した ・小数×小数の計算の仕方を３つの計算問題をり０を補う場合）ができる 手掛かりに末尾の０を処理する場合や一の位に０を補う場合を含めて一般化を図る６ 乗数が１より大きい場合と小さい場合に ・数直線を手がかりにしたり実際に計算するこついて被乗数と積の関係を理解する とで乗数が１より大きい場合と小さい場合の被乗数と積の関係を調べる・調べた結果から一般化を図る７ 長方形の辺の長さが小数の場合も面積の ・辺の長さが小数の場合に１辺が１㎜の正方形公式が適用できることを理解する がいくつ分か考え面積を求める・辺の長さが小数でも面積の公式を使って求められることを理解する８ 小数の場合でも交換、結合、分配法則が ・交換法則、結合法則、分配法則について整数成り立つことを理解する で成り立ったことが小数でも成り立つか実際に計算をして調べる９ 学習内容を確実に身につける ・小数のかけ算についてのいろいろな問題に取り組む10 小数倍の意味を理解する ・テープ図や数直線をもとにしたり整数÷整数を手がかりに小数倍の意味を理解する11 倍を表す数が小数のときも、比較量は基 ・数直線をもとにしたり、基準量×整数倍をも準量×何倍で求められることを理解する とにし基準量×小数倍を理解する12 学習内容の理解を確認する ・学習内容の理解を確かめ、理解が十分でない事項について補充を行う
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(ｴ) アニメーション機能を生かしたコンピュータ教材を活用した授業実践の概要（３時間目の展開をのせた）本時の概要 本時の問題を提示し、式が2.3×2.8であることを確認した。１、２時間目で学習したことをもとにして、小数が整数になれば計算できると見通しを立てた。学習課題 2.3×2.8の計算のしかたを考えようコンピュータ教材の活用 授業の様子（Ｔ教師 Ｃ児童）2.3kgを整数にするために10倍にし23kgにすること、パイプの重さが （児童のたてた見通しを発表する）重くなったと考えることを提示し、2.3を10倍にして23にすることを考 Ｔ どんなことを考えましたかえさせた Ｃ 10倍して計算するＣ 整数にしてあとで小数点をつけるＣ 筆算で計算するＴ どんな整数になりそうですかＣ 23、28Ｔ 本当にそうなるか見てみようねＴ どうしたと思うＣ のばした。倍にしているＣ 10倍しているＴ 本当Ｃ 10個ある(一斉に数える)2.8ｍを整数にするために10倍にし28ｍにすること、パイプの長さが Ｔ 2.3を長くなったと考えることを提示し、2.8を10倍して28にすることを考え Ｃ 10倍して23させた Ｔ 次、2.8を出しますＣ おーー長くなった(見ながら)Ｔ もう一回見てみよう(もう一度提示）Ｔ ここ、なんだと思うＣ 28。10倍Ｃ え～。１、２、３、４、(10まで数える）＜児童の記述例＞ Ｃ 10倍だＴ プリントにどうやって整数にしたかを書いて下さい＜ コンピュータ教材を使わないで学習している場面の様子＞
2.3を10倍したら積が10倍になり、更に2.8を10倍すると積が100倍になることをパイプと図の大きさの変化を使って表し理解を図った Ｔ 途中まで見せます。何が出てくるかよく見ていて下さいねＣ あ、100だ(見ながらつぶやく）Ｔ どのくらい大きくなっているＣ どっちも10倍したから20倍Ｃ 100倍Ｔ さあ、20倍、100倍Ｔ 何倍しているかがポイントだねＴ もう一回見てみようＴ 10倍して10倍

2.3kgを10倍して23kgにした。2.8ｍを10倍して28ｍにした(23× 28の 計 算 を さ せ る ) Ｔ 答 え は 644 k gで い い で す かＴ 答 え は 何 で す か Ｃ 2 . 3× 2 . 8だ け ど 整 数 に し て 計 算Ｃ 644で す 。 し た ら 23× 28と は あ っ て い な いＴ 答 え は 644で い い で す か 本 当 の 答 え よ り 重 いＣ だ め で す Ｔ 何 と か し て 本 当 の 答 え に し た い ねＴ こ の 問 題 で い う と 64 4の 単 位 は 何 で す Ｔ 何 と か す る 方 法 を 考 え た い 。 今 かか ら 見 せ る ねＣ kgで す
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Ｃ 10×10 100倍Ｔ 整数の計算をしました。これは実はそれぞれ10倍したからＣ 100倍Ｔ 本当の答えを知りたいね。どうしようＣ 1/100にする＜児童の記述例＞28を1/10にしそのときパイプと図が1/10になり、更に23を1/10にするともう一度1/10になる。このことから、1/100にすることを考えさせた Ｔ 続きを見せますよＴ ここどうなっているＴ もう一回見てみようＴ 1/10して1/10だからどうなるＣ 1/100Ｔ 納得できましたかＣ はいＴ １/100にする式は分かりますかＣ 644÷100ですＣ 答えは6.44ですＴ 最後に小数点をつけたねＴ どうやって小数点をつけましたか＜児童の記述例＞ Ｃ １/100してつけました
(2) 実践結果の分析と考察基本構想に基づく手だての妥当性を検証計画に従って分析、考察した。毎時間使ったプリントの記述内容は【表４】の基準に従って判断した。事前事後テストはいずれも８点満点とした。ア 「小数を整数に置き換えることが説明できる」についての育成状況(ｱ) プリントの記述による分析結果次頁【資料１】は小数を整数に置き換える方法を考えさせる指導を行った際、小数を整数に置き換える方法をイメージ化するコンピュータ教材を提示し、その後小数を10倍して整数に置き換えることについて記述させたものである。10倍という言葉を用いて10名全員が記述した。また４時間目には８名の児童が小数点を右へ１けた移動することを記述した。このことから小数を10倍し整数に置き換えることと小数点を右へ１けた移動することが理解できたと考えられる。(ｲ) 事前事後テストの結果による分析結果次頁【表６】は「小数を整数に置き換えることが説明できる」について「小数を10倍して整数にする」内容を記述している状況を示したものである。事前テストでは 「小数を10倍して、整数にする」内容を記述した児童は３名であった。事後テストでは10名が記述し、全員が８点

まず、2.3と2.8を10倍して23と28にしたので23×28をします。100倍になっているので答えは644です

644を１/100します。式は644÷100です
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に伸びたことが分かる。(ｱ)(ｲ)の結果から小数を整数に置き換える方法を考えさせる指導を行った結果、小数を10倍して整数に置き換えることと、小数点を右へ１けた移動することを理解し、小数を整数に置き換えることが説明できるようになったと考えられる。イ 「整数の計算をすることが説明できる」についての育成状況(ｱ) プリントの記述による分析結果 【 】次頁 資料２は整数の積が10倍､100倍になっていることを考えさせる指導を行った際、整数の計算をイメージ化するコ、ンピュータ教材を提示しその後記述させたものである。２時間目は、代金が10倍になることを記述した児童はいなかった。３時間目には積が100倍になっていることを８名の児童が記述していた。４時間目は積の大きさについて記述していた児童は５名に減っていた。これは、積が10倍､100倍になることは理解していたものの整数の計算をし

【資料１ 「 記述】 小数を整数に置き換えることが説明できる」についての児童 授業時間 記述内容 判断ａ児 ２時間目 10倍にする Ｂ３時間目 10倍にする Ｂ４時間目 2.3×2.8を2.3を10倍して１けたうつる。2.8も10倍して１けた Ａうつるｂ児 ２時間目 2.6を10倍して26にする Ａ３時間目 10倍して整数にした Ｂ４時間目 2.3を10倍して小数点を左へ１けたうつして整数にします。2.8 Ａも10倍して小数点を左へ１けたうつしますｃ児 ２時間目 2.6ｍを10倍して26ｍにする Ａ３時間目 2.3kgを10倍して23kgにした。2.8ｍを10倍して28ｍにした Ａ４時間目 2.3と2.8をそれぞれ10倍して整数にした Ｂｄ児 ２時間目 2.6を10倍します。計算して最後に1/10をして答えです Ａ３時間目 2.3を10倍して整数にしました Ａ４時間目 2.3×2.8は小数点があるとやりづらいので10倍して整数にしま Ａす。右へ１けた動くので整数になりますｅ児 ２時間目 2.6ｍを10倍して26ｍにする Ａ３時間目 2.3kgを10倍して23kgにします。2.8ｍを10倍して28ｍにします Ａ４時間目 2.3を10倍して右へ１けたうつします。2.8も10倍して右へ１け Ａたうつしますｆ児 ２時間目 2.6を10倍して26になる。答えが出たら1/10にする Ａ３時間目 10倍すると23になって整数になる Ｂ４時間目 2.3と2.8を10倍します。小数点は2.3と2.8は合わせて２けたう Ａつって答えも２けたうつりますｇ児 ２時間目 2.6ｍを10倍して26ｍにする Ａ３時間目 10倍して23にする。10倍して28にする Ａ４時間目 小数を整数にするから2.3と2.8を10倍して小数点を右へ１けた Ａうつさせて計算するｈ児 ２時間目 2.6ｍを10倍して26ｍにする Ａ３時間目 2.3を10倍して整数（23）になった。2.8を10倍して整数（28） Ａになった４時間目 整数になおして計算するから2.3を10倍して23｡2.8を10倍して28 Ｂにするｉ児 ２時間目 2.6ｍを10倍して26ｍにする Ａ３時間目 10倍して2.3kgと2.8ｍを整数にした Ｂ４時間目 2.3と2.8をどちらも10倍して小数点を右へ２けたうつる Ａｊ児 ２時間目 2.6を10倍して26ｍにする Ａ３時間目 2.3を10倍して23にした。2.8を10倍して28にした Ａ４時間目 10倍して小数点を右へ１けたずつうつしました Ａ【表６ 「小数を整数に置き換えることが説明できる」】についての状況（n=10)
(注）１ 事前調査は「小数のかけ算」の学習に入る５日前の８月29日 ､事後調査は12時間単元である本単元のうち、計算の仕方の学習を行う１～５時間目の学習が終わった翌日の９月12日に行った２ 点数は計算の仕方を説明する設問の中から必要な事項をとらえている数を８点満点で判断している

a児 b児 c児 d児 e児 f児 g児 h児 i児 j児事前 0 6 0 0 0 0 5 0 4 0事後 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
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たときに積が何倍になるかに着目させる指導が不十分だったためと考えられる。これらのことから指導に不十分な点があったにも関わらず、整数の積が10倍、100倍になることを理解できたと考えられる。(ｲ) 事前事後テストの結果による分析結果【表７】は「整数の計算をすることが説明できる」について「整数の計算をしたら積が10倍、100倍になる」内容を記述している状況を示したものである。事前テストでは積が10倍、100倍になっていることを記述している児童はいなかった。事後テストでは10名が記述し、１名が７点、９名が８点に伸びたことが分かる。(ｱ)(ｲ)の結果から整数の積が10倍、100倍になっていることを考えさせる指導を行った結果整数の積が10倍、100倍になっていることを理解し、整数の計算をすることが説明できるようになったと考えられる。ウ 「小数点を移動することが説明できる」についての育成状況(ｱ) プリントの記述による分析結果次頁【資料３】は整数の積を1/10､1/100にして小数の積を求めることを考えさせる指導を行っ

【資料２ 「整数の計算をすることが説明できる」についての記述】児童 授業時間 記述内容 判断ａ児 ２時間目 2.6を10倍して26ｍになって90×26をする Ｃ３時間目 2.3を10倍して2.8を10倍して23×28をして100倍になっ Ａている４時間目 無 Ｃｂ児 ２時間目 2.6ｍを10倍して26にする Ｃ３時間目 23×28をして100倍(10×10） Ａ４時間目 無 Ｃｃ児 ２時間目 2.6ｍを10倍して26ｍにする。式2.6×10そして90×26＝ Ｃ2340３時間目 整数どうしで計算する。23×28＝644 Ｃ４時間目 無 Ｃｄ児 ２時間目 90×2.6＝234 2.6を10倍します Ｃ３時間目 23×28＝644。その答えは100倍している Ａ４時間目 こたえは644です Ｃｅ児 ２時間目 10倍した26ｍと１ｍのねだんの90円を計算する。26×90 Ｃ３時間目 10倍を２回したので10×10＝100だから100倍 Ａ４時間目 23×28＝644です。644は100倍です(10倍を2回している Ａから）ｆ児 ２時間目 90×2.6は2.6が考えにくいので10倍をします。そうする Ｃと26になります。そして90×26をします。2340になります３時間目 まず2.3と2.8を10倍して23と28にします。答えは644に Ａなります。これは100倍になっています４時間目 計算すると2.3と2.8は10倍したので答えは100倍になり Ａますｇ児 ２時間目 １ｍのねだん×買った10倍の長さ90×26答えが2340にな Ｃり３時間目 10倍して整数にして23×28をして644になったけど本当 Ａは2.3×2.8なのでそれぞれ10倍したので10×10をして４時間目 無 Ｃｈ児 ２時間目 90×26＝2340 Ｃ３時間目 2.3を10倍して2.8も10倍する。答えは644kgでも100倍し Ａたときの答えなので４時間目 100倍 Ａｉ児 ２時間目 2.6を10倍して90はそのままにします。そして90×26を Ｃします。90×26の答えは2340です３時間目 2.3と2.8を10倍して23と28にしたので23×28をします。 Ａ100倍になっているので答えは644です４時間目 そして答えは100倍になる Ａｊ児 ２時間目 2.6ｍを10倍して26ｍにします。2.6×10＝26 90×26＝ Ｃ３時間目 整数にする。それぞれ10倍する Ｂ４時間目 ということは100倍しました Ａ【表７ 「整数の計算をすることが説明できる」についての状況 (n=10)】
(注 ) １ 事前調査は「小数のかけ算の」の学習に入る５日前の８月 29､事後調査は 12時間単元である本単元のうち､計算の仕方の学習を行う１～５時間目の学習が終わった翌日の９月12日に行った２ 点数は計算の仕方を説明する設問の中から必要な事項をとらえている数を８点満点で判断している

a児 b児 c児 d児 e児 f児 g児 h児 i児 j児

事前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事後 8 8 8 8 7 8 8 8 8 8
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た際、整数の積から小数の積を求める方法をイメージ化するコンピュータ教材を提示し､その後記述させたものである｡２時間目は1/10にすることを記述した児童は５名であったが５名は何も記述していなかった。これは、積が何倍になっているか着目させる指導が不十分だったため積を1/10にすることが理解できなかったものと考えられる。しかし、２時間目にＣであった５名は４時間目には積を1/100にすることや小数点を左へ２けた移動する内容を記述していた。また３時間目には９名が積を1/100にすることを記述していた。これらのことから整数の積を1/10、1/100にすることを理解できたと考えられる。(ｲ) 事前事後テストの結果による分析結果【表８】は「小数点を移動することが説明できる」について「整数の積を１/10、1/100にする」内容を記述している状況を示したものである。事前テストでは整数の積を1/10、1/100にすることを記述した児童はいなかった。これは【表６ 【表７】に見られるように、整数に置】き換える方法と整数の積が何倍になっているかが分からなかったことが原因と考えられる。事後テストでは10名が記述し、２名が６点、８名が８点に伸びたことが分かる。

【表８ 「小数点を移動することが説明できる」についての状況(n=10)】
(注）１ 事前調査は「小数のかけ算」の学習に入る５日前の８月29日、事後調査は12時間単元である本単元のうち計算の仕方の学習を行う１～５時間目の学習が終わった翌日の９月12日に行った２ 点数は計算の仕方を説明する設問の中から必要な事項をとらている数を８点満点で判断している

a児 b児 c児 d児 e児 f児 g児 h児 i児 j児事前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0事後 8 8 6 6 8 8 8 8 8 8

小数点を移動することが説明できる」についての記述から【資料３ 「】児童 授業時間 記述内容 判断ａ児 ２時間目 答えが出たら1/10してリボンの代金が分かる Ａ３時間目 644÷100。1/100をして答えは6.44 Ａ４時間目 2.3×2.8を2.3を1/10して１けたうつる。2.8も1/10にし Ａて１けたになる。答えは２けた右から左へうごくｂ児 ２時間目 無 Ｃ３時間目 小数点をつける。1/100にする。644÷100＝6.44 Ｂ４時間目 23を１/10して小数点を左へ１けたうつします。28も1/10 Ａして小数点を左へ１けたうつします。答えは1/100して小数点を左へ２けたうつしますｃ児 ２時間目 2340を1/10をして234円です Ａ３時間目 644を1/100にする。644÷100＝6.44 Ｂ４時間目 23と28をそれぞれ1/10して小数に直した。644を1/100を Ｂして6.44kgにしたｄ児 ２時間目 26ｍの代金を1/10にします Ａ３時間目 答えは100倍しているのでもどさないといけないので1/10 Ａ0します。644÷100をします。答えは6.44なので6.44kgです４時間目 644のままじゃ答えにならないので1/10をして小数点をも Ｂどします。100倍しているのでもどさないといけないので1/100したのが答えですｅ児 ２時間目 26ｍの代金2340を1/10にすると234円。答え234円 Ａ３時間目 100倍した分答えには1/100をします。だから644÷100＝ Ａ6.44４時間目 23を1/10して左へ１けたうつします。28も1/10して左へ Ａ１けたうつします。1/10を２回したので答えは1/100をします。左へ２けたうつして6.44ですｆ児 ２時間目 無 Ｃ３時間目 このままじゃ本当の答えにならないから1/100で644÷100 Ｂをします。そうすると答えは6．44kgです４時間目 答えが出たらもとにもどさなきゃなりません。だから2.3 Ｂを１けたうつします。2.8も１けたうつします。644はどっちもうつったので小数点をうつしますｇ児 ２時間目 無 Ｃ３時間目 10×10をして1/100にする。644÷100をする Ｂ４時間目 数をもとの数にするから23と28を1/10させて1/100になっ Ａて644に小数点を左へ２けたうつすｈ児 ２時間目 2340を1/10にして234になる Ｂ３時間目 1/100にする。その式は644÷10です Ｂ４時間目 2.3や2.8を10倍してもとにもどさなきゃいけないので2.3 Ａを1/10、2.8を1/10にする。2.3は左へ１けたうつる。2.8も左へ１けたうつる。合わせて左へ２けたうつる。だから1/100ｉ児 ２時間目 無 Ｃ３時間目 644を1/100します。式は644÷100です Ｂ４時間目 小数点を2.3と2.8の分を合わせて２けた左にうつる。そ Ａして答えは1/100になるｊ児 ２時間目 無 Ｃ３時間目 無 Ｃ４時間目 100倍したままだから小数点を左へ１けたずつうつします Ｂ
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(ｱ)(ｲ)の結果から整数の積を1/10、1/100にして小数の積を求めることを考えさせる指導を行った結果、整数の積を1/10、1/100にすることを理解し、小数点を移動することが説明できるようになったと考えられる。、 、 、 、ア イ ウの結果から､授業展開に､小数に置き換える方法を考えさせる指導 整数の積が10倍100倍になっていることを考えさせる指導、整数の積を1/10、1/100にし小数の積を求めることを考えさせる指導を取り入れることは計算の仕方の理解を図る上で有効であると考えられる。エ 質問紙への記入に見る計算の仕方をイメージ化するコンピュータ教材に対する児童の意識【図14】は質問紙に見る計算の仕方をイメージ化するコンピュータ教材に対する児童の意識を調査したものである。調査項目は「計算の仕方をイメージ化するコンピュータ教材が役立ったか 「小数を整数に置き換え」ることをイメージ化するコンピュータ教材が役立ったか」「整数の計算をイメージ化するコンピュータ教材が役立ったか 「整数の積から小数の積」を求める方法をイメージ化するコンピュータ教材は役立ったか 「図や数直線が頭の中に」思い浮かんだか」の五項目である。グラフに示すように各項目について「強い肯定 「肯」定」の回答が得られた。その理由として児童は【資料４】に示すような感想を挙げている。児童は「小数のかけ算」の計算の仕方を考える際、動きがある教材を見て考えることは分かりやすいととらえていることが読み取れる。これは、小数を整数に置き換える方法を考えたり、整数の計算をした積が10倍、100倍になっていることを考えたり、整数の積を1/10、1/100にし小数の積を求めることを考えたりする際、絵や図の大きさが変化することは分かりやすくなるととらえていると考えられる。５ 第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開に関するまとめ第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開に関して成果と課題をまとめる。(1) 成果ア 小数を整数に置き換える方法を考えさせる指導を行った結果、小数を10倍して整数に置き換えることと、小数点を右へ１けた移動することを理解し、小数を整数に置き換えることが説明

小数を整数に置き換えることをイメージ化するコンピュータ教材に対する児童の感想・長さが変化すると分かりやすかった・10倍するときに大きくなるから役に立った整数の計算をイメージ化するコンピュータ教材に対する児童の感想・前までは10倍とか100倍が分かんなかったけど分かった・100倍して大きくしたり1/100にしたりして分かりやすかった整数の積から小数の積を求める方法をイメージ化するコンピュータ教材に対する児童の感想・小数点が移動するときは1/10にするなども出てきて分かりやすかった・1/100にするところが分かったコンピュータ教材を使った授業でよかったところ・コンピュータでやると口で言っても分からないことがコンピュータでやると分かるからいいと思った・コンピュータは動いてくれてよかったし先生の説明も入っていてとても分かりやすかったです・動くことで頭の中にはいるし計算がやりやすかったです

【図14】コンピュータ教材に対する認識 (n=10)】 ）【資料４ コンピュータ教材に対する児童の感想(抜粋

① 計 算 の し か た を 理 解 す る の に 役 立 っ た か② 小 数 を 整 数 に す る こ と を 理 解 す る の に 役 立 っ た か③ 整 数 の 計 算 を 理 解 す る の に 役 立 っ た か④ 小 数 点 の 移 動 を 理 解 す る の に 役 立 っ た か⑤ 図 や 数 直 線 が 頭 の 中 に 思 い 浮 か び ま し た か
0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %⑤④③②① 強 い 肯 定 肯 定 否 定 強 い 否 定
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できるようになった。、 、イ 整数の積が10倍 100倍になっていることを考えさせる指導を行った結果､整数の積が10倍100倍になっていることを理解し、整数の計算をすることが説明できるようになった。ウ 整数の積を1/10、1/100にし小数の積を求めることを考えさせる指導を行った結果、整数の積を1/10、1/100にすることを理解し小数点を移動することが説明できるようになった。エ 授業展開に、小数に置き換える方法を考えさせる指導、整数の積が10倍、100倍になっていることを考えさせる指導、整数の積を1/10、1/100にし小数の積を求めることを考えさせる指導を取り入れることは計算の仕方の理解を図る上で有効である。(2) 課題整数の計算をしたときに積が何倍になるかに着目させる指導法を工夫していく必要がある。Ⅴ 研究のまとめと今後の課題１ 研究のまとめこの研究は、考える手順と連動して具体物の大きさや数直線の長さが変化するアニメーション機能を生かした提示用コンピュータ教材を開発し、それを活用した授業実践をとおして、第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開を明らかにし、学習指導に役立てようとするものである。そのため、第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図る授業展開に関する基本構想を次のように立案した。(1) 小数のかけ算の計算の手順をもとに、計算の仕方の要素を考えた。(2) 計算の仕方の理解を図るためには、アニメーション機能を生かし、計算の仕方をイメージ化するコンピュータ教材を活用する意義を明確にした。(3) コンピュータ教材を活用した授業展開を立案した。そして基本構想に基づく手だての試案を作成し、開発したコンピュータ教材を活用した授業実践を行い、結果を分析し考察することができた。その結果、本研究の指導の手だてが第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方の理解を図る上で有効であることが確かめられた。２ 今後の課題本研究では「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図るために、数の大きさの変化を絵や図の大きさの変化として表現しイメージ化を図ってきた。今後、他の単元においても、計算の仕方を計算手順に分け、計算の仕方の要素を考え、アニメーション機能を生かしたコンピュータ教材を開発し活用することで計算の仕方についての理解を図る授業展開の研究を深めていきたい。「小数のかけ算」の計算の仕方を考える際、アニメーション機能を生かしたコンピュータ教材を提示することで児童は主体的に計算の仕方を考えようとする態度が見られた。今後、アニメーション機能を生かしたコンピュータ教材と児童の意欲との関係についても検証していく必要がある。＜おわりに＞長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに所属校の諸先生と児童のみなさん
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に心から感謝申し上げ、結びのことばといたします。
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【補充資料１】学習指導案
小学校第５学年算数科指導案期 間 ９月４日（月）～９月14日（木）対 象 盛岡市立巻堀小学校第５学年男子５名、女子５名 計 1 0名指導者 雨 森 英 明１ 単元名 小数のかけ算を考えよう（使用教科書会社 東京書籍）２ 目標乗数が小数の場合の乗法の意味とその計算の仕方を理解し、それを用いる能力を伸ばす。また、計算法則は小数の場合でも成り立つことを理解する。３ 教材観本単元は、小数をかける乗法について乗法の意味の拡張、計算の仕方の理解を主なねらいとしている。小数をかけるということは、これまで学習してきた「×(整数)」における同数累加の考え方を用いることができず、意味の拡張を行う必要が出てくる。計算の仕方については 「 整数）×、（（整数）の計算を行い、小数点を移動する」という計算手順を覚えさせるのではなく （小数）×、（小数）を（整数）×（整数）にする方法や、小数点を移動する理由を理解させることが大切であると考える。さらに、それらの理解の上に立って求積公式や 「もとにする量×何倍＝比べられる、量」の問題場面へと乗法の意味を拡張していくことが大切であると考える。４ 児童観児童は第５学年になり、小数と整数のしくみ、小数に整数をかける計算について学習してきてい。 「 」 。る また日常の生活の中でも ～の3.2倍 というような表現を聞いたことがあるものと思われるしかし、小数をかける問題については同数累加の考えでは解くことができず、とまどいを持つものと思われる。中には、小数をどのような方法で整数に置き換えるか考えないまま、安易に小数点を取って整数にして計算しようとする児童もいると考えられる。５ 指導観本単元の指導においては、実物の提示、数直線や図、言葉の式の活用をとおして小数をかけるこ。 、 、 、との意味の理解を深めていきたいと考える また 計算の仕方については 小数を整数にすること整数の計算をすること、小数点を移動することの三つの計算手順をそれぞれ考えさせることで計算の仕方の理解を図っていきたいと考える。その際、既習事項である整数の乗法を用いながら計算の仕方を考えさせていきたいと考える。６ 単元の評価規準 評 価 規 準関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解○乗数が小数のかけ算 ○整数の乗法の計算と ○乗数が小数の乗法計 ○小数が小数の乗法のを既習の整数の数量関 関連づけて、乗数が小 算をすることができる 意味やその計算の仕方係などを基にして、乗 数の乗法計算の仕方を を理解する法の式に表そうとする 考える
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７ 単元指導計画 （授業実践は１～５時間目 ＊はコンピュータ教材を用いる授業）時間 ねらい 学習活動＊１ 小数をかけることの意味を理解する ・リボンを使い問題場面を把握する整数×小数の計算の仕方を理解する ・0.1ｍをもとにして2.6ｍを整数に置き換える方法を使い代金を求める＊２ 小数をかけることの意味を理解する ・前時の問題について2.6ｍを10倍にし26ｍと整数×小数の計算の仕方を理解する 考える方法を使い代金を求める＊３ 小数×小数の計算の仕方を理解する ・パイプの重さと長さをそれぞれ10倍にし整数にする方法でパイプの重さを求める＊４ 小数×小数の筆算の仕方を理解する ・前時の問題を筆算で計算する方法を考える小数×小数の筆算ができる ・小数×小数の筆算の問題を解く５ 小数×小数の計算（末尾の０を処理した ・小数×小数の計算の仕方を３つの計算問題をり０を補う場合）ができる 手掛かりに末尾の０を処理する場合や一の位に０を補う場合を含めて一般化を図る６ 乗数が１より大きい場合と小さい場合に ・数直線を手掛かりにしたり実際に計算するこついて被乗数と積の関係を理解する とで乗数が１より大きい場合と小さい場合の被乗数と積の関係を調べる・調べた結果から一般化を図る７ 長方形の辺の長さが小数の場合も面積の ・辺の長さが小数の場合に１辺が１㎜の正方形公式が適用できることを理解する がいくつ分か考え面積を求める・辺の長さが小数でも面積の公式を使って求められることを理解する８ 小数の場合でも交換、結合、分配法則が ・交換法則、結合法則、分配法則について整数成り立つことを理解する で成り立ったことが小数でも成り立つか実際に計算をして調べる９ 学習内容を確実に身につける ・小数のかけ算についてのいろいろな問題に取り組む10 小数倍の意味を理解する ・テープ図や数直線をもとにしたり整数÷整数を手掛かりに小数倍の意味を理解する11 倍を表す数が小数の時も、比較量は基準 ・数直線をもとにしたり、基準量×整数倍をも量×何倍で求められることを理解する とにし基準量×小数倍を理解する12 学習内容の理解を確認する ・学習内容の理解を確かめ、理解が十分でない事項について補充を行う
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８ 展開1/12時間本時のねらいと具体の評価規準○整数のかけ算や数直線、言葉の式を使い 計算の意味が分かる （知識・理解）。Ａ 整数のかけ算や数直線、言葉の式を使い立式の根拠を説明できる。Ｂ 整数のかけ算か数直線か言葉の式を使い立式の根拠を説明できる。Ｃへの支援数直線や言葉の式を用いて整数のかけ算と比較させ乗数が小数の場合でも立式できることを理解させる。○0.1ｍをもとにして小数を整数に置き換えて計算する仕方が分かる（知識・理解）Ａ 0.1ｍをもとにして小数を整数に置き換えて計算する仕方を順序よく説明できる。Ｂ 0.1ｍをもとにして小数を整数に置き換えて計算する仕方を説明できる。Ｃへの支援 、 、図をもとに 2.6mは0.1mが26こであることと0.1ｍの代金が９円であることをつかませ９円が26こ分を求めることを理解させる。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 １ 本時の問題を把握する ・１ｍ、２ｍ、３ｍのリボンを提示し問題を ・リボン（１ｍ、入 ・教師の提示したリボンをも つかませる ２ｍ、３ｍ ）、 ）とに本時の問題を知る ・紙板書(問題文・整数ｍについて代金をもとめさせる際、式と根拠をはっきりさせる （ 、・紙板書 数直線言葉の式）・整数の場合について数直線 ・題意に合わせ一斉指導により数直線を書かをかく せたり言葉の式を考えさせたりする・整数の計算をもとに言葉の式をつくる・本時の問題について立式す ・本時は2.6ｍの代金を求めることを知らせる る 評立式の根拠を説・整数の場合との比較や数直線、言葉の式を 明できたか２ 学習課題を知る もとに根拠を明らかにさせ立式させる （発言）15分展 ３ 解決の見通しをもつ ・乗数が整数の場合には計算できたことから開 整数にすれば計算できることに気づかせる４ 計算の仕方を考える ・整数に置き換え方法をコンピュータ教材を コンピュータ教材・2.6ｍを整数に置き換える 使って提示することを知らせ、その意味を （１－１）方法をコンピュータ教材を 考えさせる 評整数に置き換え見て考える ・気づいたこと、考えたことを発表させ、話 る方法を説明でし合わせる きたか（プリン・2.6ｍを小数に置き換える方法をプリント ト、発言）に記述させる・整数での計算の仕方につい ・2.6ｍは0.1ｍが26こという考えを使って代 コンピュータ教材て考える 金の求め方を提示することを知らせ、考え （１－２）させる 評0.1mが９円であ・気づいたこと、考えたことを発表させ、話 ることを使ってし 合わせる 計算の仕方を説・2.6ｍは0.1ｍが26こ、0.1ｍは９円である 明できたか（プことを使って代金を求める方法をプリント リント、発言）25 に記述させる分終 ５ 学習のまとめをする ・本時の学習内容をコンピュータ教材を使っ コンピュータ教材末 て教師と一緒にまとめる５ ６ 感想を記入する分 コンピュータ教材は補充資料p.12

90×2.6の計算の仕方を考えよう

１ｍのねだんが90円のリボンを□ｍ買いました。代金はいくらですか

0.1ｍをもとにして2.6ｍは0.1ｍが26こと考えて計算する
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2/12時間本時のねらいと具体の評価規準○2.6ｍを10倍し26ｍの代金を求めてから2.6ｍ分の代金を求める計算の仕方が分かる （知識・。理解）Ａ 2.6ｍを10倍し26ｍと考えること、90×26をすると積が10倍になっていることと26ｍの代金を1/10にすると2.6ｍの代金を求められることを説明できる。Ｂ 10倍すること、積が10倍になっていること、1/10にすることを説明できる。Ｃへの支援図をもとに2.6ｍを整数にするため10倍することをつかませる｡26ｍの代金を求め、1/10にすることをつかませる。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 ・前時学習内容の想起 ・0.1をもとにして小数を整数に置き換 ・紙板書(問題文）入 えて計算したことを想起させる
１ 本時の学習内容を知る ・前時とは別の方法で整数にして計算することを知らせる２ 学習課題を知る10分展 ３ 解決の見通しをもつ ・小数が整数になれば計算できそうだと開 見通しをもたせる４ 計算の仕方を考える ・整数にする方法をコンピュータ教材を コンピュータ教材・2.6を整数にする方法をコ 使って提示することを知らせ、その意 （２－１）ンピュータ教材を見て考え 味を考えさせる 評10倍にすることが説る ・気づいたこと、考えたことを発表させ 明できたか（プリン話し合わせる ト、発言）・2.6ｍを小数に置き換える方法をプリントに記述させる・整数での計算の仕方につい ・2.6ｍを10倍して26ｍにするという考 コンピュータ教材て考える えを使って代金の求め方を提示するこ （２－２）とを知らせ、考えさせる 評26ｍ分の代金につい・気づいたこと 考えたことを発表させ て説明できたか（プ、 、話し合わせる リント、発言）・26ｍの代金についてプリントに記述させる・2.6ｍの代金を求める方法 ・26ｍの代金から2.6ｍの代金を求める コンピュータ教材を考える 方法を考えさせる （２－３）・気づいたこと 考えたことを発表させ 評2.6ｍの代金を求め、 、話し合わせる る方法を説明できた・2.6ｍの代金を求める方法をプリント か(プリント、発に記述させる 言)５ 話し合う25 ・前時のやり方との共通点を ・どちらも2.6ｍを整数の26にして計算分 見つける したことを確認する終 ６ 学習のまとめをする ・本時の学習内容をコンピュータ教材を コンピュータ教材末 使って教師と一緒にまとめる７ 練習問題に取り組む10分 ８ 感想を記入する コンピュータ教材は補充資料p.13

90×2.6を別の方法で計算しよう

90×2.6の計算は2.6を整数にして計算する

1ｍのねだんが90円のリボンを2.6ｍ買いました。代金はいくらですか
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3/12時間本時のねらいと具体の評価規準○2.3×2.8の計算をするために、乗数や被乗数を10倍して、整数にしてから計算する仕方が分かる （知識・理解）。Ａ 2.3×2.8の計算をするために、乗数や被乗数を10倍して、整数にしてから計算する仕方をもとの式の積の大きさと比較して説明できる。Ｂ 2.3×2.8の計算をするために、乗数や被乗数を10倍して、整数にしてから計算する仕方を説明できる。Ｃへの支援図をもとに乗数と被乗数を10倍して計算すると積はもとの式の積の100倍になっていることをつかませる。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 １ 本時の問題を把握する ・2.3kg×整数ｍの問題を見せ、整数ｍに ・紙板書（問題文）入 ついて重さを求めさせる。その際、式と根拠をはっきりさせる
・題意に合わせて一斉指導により数直線を・整数の場合について数直 かかせたり言葉の式を考えさせたりする ・紙板書(数直線、言線を書く 葉の式）・整数の計算をもとに言葉の式をつくる・本時の問題について立式 ・2.8ｍの重さを求めることを知らせるする２ 学習課題を知る ・数直線や言葉の式をもとに根拠を明らかにさせる10分展 ３ 解決の見通しをもつ ・被乗数が小数の場合にも整数にすれば計開 算できたことから乗数、被乗数を整数にすれば計算できることに気づかせる４ 計算の仕方を考える ・整数にする方法をコンピュータ教材を使 コンピュータ教材・2.3と2.8を整数にする方 って提示することを知らせ、その意味を （３－１）法を考える 考えさせる 評2.3kgと2.8ｍを整数・気づいたこと、考えたことを発表させ、 にする方法を説明で話し合わせる きたか（プリント、・2.3kg、2.8ｍを小数に置き換える方法を 発言）プリントに記述させる・23×28の計算をする ・23×28＝644の計算をさせ、積の大きさについて話し合う・整数の計算をすることに ・23×28＝の積がもとの式の積の何倍にな コンピュータ教材ついて考える っているかをコンピュータ教材を見て考 （３－２）えることを知らせ、提示する 評積が100倍になって・気づいたこと、考えたことを発表させ話 いることを説明できし合わせる たか（プリント、発・644はもとの積の10倍になっていること 言）をプリントに記述させる・小数の積の求め方につい ・644を整数の積にする方法をコンピュー コンピュータ教材て考える タ教材を見て考えることを知らせ、提示 （３－３）する 評積を1/100にするこ・気づいたこと、考えたことを発表させ、 とが説明できたか話し合わせる （プリント、発言）

１ｍの重さが2.3kgのパイプがあります。このパイプ□ｍの重さは何kgですか
2.3×2.8の計算の仕方を考えよう
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・644をもとの積にする方法をプリントに25 記述させる分終 ５ 学習のまとめをする ・本時の学習内容をコンピュータ教材を コンピュータ教材末 使って教師と一緒にまとめる
10分 ６ 感想を記入する コンピュータ教材は補充資料p.14、15

2.3×2.8の計算の仕方は2.3を（10倍）して（23）にします2.8を（10倍）して（28）にします（23×28）の計算をします。積が（100）倍になっているので（1/100）にします（644÷100）の計算をします答えは（6.44）です
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4/12時間本時のねらいと具体の評価規準○ 小数×小数の筆算の仕方を説明できる （知識・理解）。Ａ 小数×小数の計算の仕方をもとにして筆算の計算の仕方が説明できる。Ｂ 小数×小数の筆算の仕方が説明できる。Ｃへの支援図を使って乗数、被乗数を整数と見て計算し、積を1/100にすることで小数の積を求めることができることをつかませる。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 ・前時学習内容の想起 ・小数を整数にして計算し、積を1/100 ・紙板書(前時まとめ入 にしたことを想起させる で使ったもの）１ 本時の学習内容を知る ・筆算での計算の仕方を学習することを知らせる・2.3×2.8を筆算で計算することを知る２ 学習課題を知る５分展 ３ 解決の見通しをもつ ・実際に計算させ、問題点を見つけさせ開 る・本時の学習は前時に学習した内容と小数点の動きを結びつけることを知らせる４ 筆算の計算の仕方を考え ・コンピュータ教材を提示し、前時に学 コンピュータ教材る 習した小数を整数に置き換える計算と （４－１）・小数を整数に置き換え計算 筆算の計算の共通点を見つけさせる 評小数を整数と見るたしたときの小数点の移動を ・気づいたこと 考えたことを発表させ めに乗数と被乗数を、 、考える 話し合わせる 10倍していることを説明できたか（プリント）・整数の計算をしたときの積 ・積が100倍になっていることと、もと コンピュータ教材の大きさを考える の積の小数点が、右へ２けた移動して （４－２）いることを理解させ、プリントに記述 評積が100倍になってさせる いることと小数点を右へ２けた移動したことを説明できたか(プリント)・積を1/100にするときの小 ・コンピュータ教材を提示し、整数の積 コンピュータ教材数点の移動を考える を２回1/10にすることで1/100になる （４－３）ことと小数点を左へ２けた移動するこ 評積の小数点を移動すとを見つけさせる ることは積を1／100・気づいたこと 考えたことを発表させ にしていることを説、 、話し合わせる 明できたか（プリン・積を1/100にすることと小数点を左へ ト）30 ２けた移動することを理解させ、プリ分 ントに記述させる終 ５ 学習のまとめをする ・本時の学習内容をコンピュータ教材を コンピュータ教材末 使い教師と一緒にまとめる
６ 練習問題に取り組む10分 ７ 感想を記入する コンピュータ教材は補充資料p.15、16

2.3×2.8を筆算で計算しよう

（2.3）を（10）倍する 小数点について（2.8）を（10）倍する （右）へ（１）けたうつる（整数）の計算をする （右）へ（１）けたうつる（小数）にする （左）へ（２）けたうつる
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5/12時間本時のねらいと具体の評価規準○ 小数×小数の計算で積の末尾の０を消したり、積が純小数になるとき１の位に０を補う場合の計算の仕方が分かる （知識・理解）。Ａ 積の末尾の０をを消したり、積が純小数になるときに１の位に０を補う計算の仕方や、前時までに学習した計算の仕方との共通点が分かるＢ 積の末尾の０をを消したり、積が純小数になるときに１の位に０を補うことが分かる。Ｃへの支援末尾の０を消すことを既習事項を想起させ理解させる。小数の積を求める際に、小数点を左へ移動させたときに１の位に数字がないときは０を補うことを教える。学習内容・活動 指導上の留意点 コンピュータ教材・資料・評価導 ・前時までの復習 紙板書（前時までの学習内入 １ 問題提示 容と本時の問題）２ 学習課題を知る５分展 ３ 解決の見通しをもつ開 ・計算の仕方を使えば計算で ・前時までで学習したことを使えきることをつかむ ば計算できそうだと見通しをもてればよい４ 自力解決に取り組む ・筆算で計算し、考え方を記入さ 評前時までの学習を生かし・プリントに計算の仕方や考 せる て問題に取り組んだか 観（え方を記入する 察）・記入できない児童には、筆算の仕方で学習したことを一緒に確認し、考えさせる５ 考えを発表する ・児童が発表したことを教師が記 評末尾の０を消したり、１入する の位に０を補うことができたか（プリント）
30分 ・３つの筆算について共通点と相違点を見つける終 ６ 学習のまとめをする末

７ 練習問題に取り組む ・期間巡視しながら丸つけを行う 評練習問題に取り組んでい10 るか（観察）分 ８ 学習の感想を書く

① 4 . 9 ② 4 . 2 ③ 0 . 4× 3 . 1 × 7 . 5 × 2 . 3いろいろな小数のかけ算を筆算で計算しよう

(1)整数にする(2)整数のかけ算をする(3)小数点をつける(4)一番右の０を消す。１の位が空いたら０をつける

共通点小数を整数にしている整数の計算をしている積の小数点を移動している相違点②は一番右の０を消している③は１の位が空いているので１の位に０を書いている
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【補充資料２】事前・事後調査
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【補充資料３】コンピュータ教材を活用した授業についての意識調査
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【補充資料４ 「小数のかけ算」に活用したコンピュータ教材について】コンピュータ教材の説明本教材は第５学年算数科「小数のかけ算」の計算の仕方についての理解を図るために、計算の仕方を考えさせる指導に用いたものである。まとめで用いた教材は、各単位時間の展開で用いた教材から必要な部分を取り出して作成した。教材作成に用いたアプリケーションソフトはMicrosoft社PowerPoint2003である。１時間目（１－１）リボンの長さ2.6ｍを0.1ｍをもとに整数に置き換える方法を考えさせるコンピュータ教材①
②③①から2を経て③へ表示が進み、2.6ｍは0.1ｍが26個であることをつかませ、0.1ｍをもとにして2.6ｍを整数に置き換えることを理解させる。（１－２）0.1ｍの金額を求めリボン2.6ｍの代金の求め方を考えさせるコンピュータ教材① ② ③
④ ⑤ ⑥
①からリボンが長くなり、②を経て③になる。③は数直線と同じ間隔で目盛りがつき、0.1ｍが26個あることの理解を助ける。④の画面では、１ｍは0.1ｍが10個ということ､１ｍの値段が90円ということから0.1ｍの値段を求めることを考えさせる｡⑤では0.1ｍのリボンが一つずつ色を変え、９円が26個分あることから９×26の計算で代金が求められることを理解させる。
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２時間目 （２－１）2.6ｍのリボンの長さを10倍して26ｍにすることを理解させるコンピュータ教材① ② ③
④
①で2.6ｍ分のリボンが伸びる。次に②を経て③まで伸びていく｡④で目盛りがつき、2.6ｍを整数に置き換えるために10倍して26ｍにすることを理解させる。（２－２）リボンの長さを10倍したときの代金を求める方法と代金が10倍になることを考えさせるコンピュータ教材① ②
2.6ｍを10倍して26ｍに置き換えることを話し合った後でこの教材を提示する。①には､話し合って10倍することを確認したので、矢印と10倍という言葉を表示する。次に②で26ｍ分の代金を求めることに気づかせる。（２－３）26ｍの代金をもとに2.6ｍの代金を求める方法を考えさせるコンピュータ教材① ② ③
①で26ｍのリボンが短くなり2.6ｍにもどる。②では目盛りが消える。③で10倍の逆の操作であることに気づかせ、26ｍ分の代金を1/10にすることを理解させる。
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３時間目（３－１）１ｍが2.3kgのパイプを10倍して23kgにすることを理解させるコンピュータ教材① ② ③
④ ①から②では数直線上をテープ図が長くなり、③から④ではパイプが太くなる。①②で2.3kgを10倍することをつかませ、③④でパイプの重さが重くなることをつかませる。2.8ｍのパイプを10倍して28ｍにすることを理解させるコンピュータ教材① ② ③
④ ①から②では数直線上をテープ図が長くなり、③から④ではパイプが長くなる。①②で2.8ｍを10倍することをつかませ、③④でパイプの長さが長くなることをつかませる。（３－２）乗数と被乗数を10倍して計算したときの積の大きさを考えさせるコンピュータ教材① ② ③
④ ⑤

①から②へ変化して③になることで2.3を10倍したときの積の大きさを表す。③から④へ変化し⑤になることで、2.8も10倍にしたことを表す。①から⑤への変化で、整数に置き換えて計算したときの積の大きさがもとの式の100倍になっていることを理解させる。
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（３－３）小数の積を求める方法を考えさせるコンピュータ教材① ② ③
④ ⑤
①から②へ変化して③になることで、644を1/10にすることを表す。③から④へ変化して⑤になることで、64.4を1/10にすることを表す。①から⑤へ変化することで、整数の積を1/100にして小数の積にすることを理解させる。４時間目（４－１）2.3×2.8の乗数と被乗数を10倍して計算する方法を筆算形式へつなぐコンピュータ教材① ② ③

④ ⑤
②で2.3の小数点が右へ１けた移動し、③で図が10倍に大きくなる。④で2.8の小数点が右へ１けた移動し、⑤で図が更に10倍に大きくなる。小数を整数に置き換える際に10倍することと小数点が右へ１けたずつ移動することを、図の大きさが変化することで理解させる。
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（４－２）小数の筆算を整数の筆算に置き換えたときの積の大きさが100倍であることを理解させるコンピュータ教材 本教材を提示する前に、小数点を右へ１けたずつ移動させたことから全部で２けた移動することを話し合う。その後、本教材を提示する。10倍を２回していることから、644はもとの積の100倍であり、小数点が右へ２けた移動していることを理解させる。（４－３）積の小数点を移動することと積の大きさを表す図が連動して変化するコンピュータ教材① ② ③
④ ⑤

②で28から2.8へ小数点が左へ１けた移動すると､③で644の小数点が一けた左へ移動し､図が1/10になる。⑤で23の小数点が左へ１けた移動すると､64.4の小数点が左へ１けた移動し､図が更に1/10になる。積の小数点を移動することと積の大きさを表す図が連動して変化することで、小数の筆算の仕方を理解させる。
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【補充資料５ 「小数のかけ算」で用いたプリント】第１時
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第２時
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第３時
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第３時
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第４時
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第４時
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第４時
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第５時
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第５時
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第５時 練習プリント
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【補充資料６】指導細案指導細案（１時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応１ 本時の問題を把握する Ｔ 今日はこれを使って勉強します （リボンを見せる）これはな。・教師の提示したリボンをも んだか分かりますかとに本時の問題を知る Ｃ リボン、ひも、テープＴ そう、リボンですね。みんなは自分でリボンを買いに行ったことあるかなＣ ある。無い。そんなの買わないよＴ リボンを切って各班に渡す （あらかじめ１ｍ、２ｍ、３ｍ、。に印を付けておき切りやすくする）Ｔ これは１ｍ、これは２ｍ、これは３ｍあります。代金分かるかなＣ 分かんない １ｍの値段が分からないとだめ。長さだけだと代金は分からないよＴ そうだね。問題文を出すねＴ 読みましょうＣ 読むＴ １ｍの値段はいくらかなＣ 90円Ｔ □に１を入れてみるね （１を貼る）代金は分かりますか。Ｃ 90円ですＴ どうしてですかＣ そう書いてあります。90円が１ｍ分だからですＴ ２を入れてみるね。代金は分かりますかＣ 180円Ｔ どうやってやったのＣ 90×２ 90＋90Ｔ どうしてＣ ２ｍだから90円が２つありますＴ 今度は３を入れてみるね 代金は分かりますか・整数の場合について数直線 Ｔ なかなかすばらしいですね。もっとよく分かるように数直線ををかく 一緒にかいてみましょう（紙板書を貼り一緒に書く）Ｔ 次に言葉の式をつくりましょう・整数の計算をもとに言葉の Ｔ みんなが立てた式の中でこの90というのは何ですか式をつくる Ｃ １ｍの値段ですＴ じゃ、１ｍの値段×となるねＴ ×のあとはどうすればいいかな。２とか３とかなんですかＣ 買った長さですＴ じゃ１ｍの値段×買った長さとすればいいですね。よんでみましょう。プリントに書いてくださいＴ さあここから今日の本当の問題ですよ （2.6を貼る）。・本時の問題について立式す Ｔ 買った長さが実は2.6ｍなんです。どんな式になるかなる Ｃ 90×2.690×2.6 Ｔ どうしてそう思ったのＣ 整数のときはかけざんだったからＣ 言葉の式に当てはめましたＣ 問題文の意味も変わっていないから２ 学習課題を知る Ｔ 今日は何の勉強をするかというと90×2.6の計算の仕方を考えます３ 解決の見通しをもつ Ｔ さあどうすれば計算できそうかなＣ 小数点がなければ簡単Ｃ 難しいなＴ さっき簡単にできたのはどういう問題だったＣ 整数Ｔ この小数が整数なら計算できそうだよねＴ でも勝手に整数にできないから、何とか整数にする方法を考えて計算していきたいんです。そこで、まずみんなには2.6を整数にする方法を考えてもらいます。何かアイディアありますかＣ 小数点を取る。10倍する。分からない。0.1が26個４ 計算の仕方を考える Ｔ そこで今日は整数にする方法をコンピュータの画面を見て考え・2.6を整数に置き換える方法 てもらいます。じっくり見てくださいねを考える （提示する）＊見る観点としては2.6を整数にする方法を考えるということを知らせておくＴ どうでしたか。2.6を整数にする方法を発見できましたかＣ 2.6は0.1が26個Ｃ 2.6ｍは0.1ｍが26個Ｃ よく分からない
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Ｔ 2.6ｍは0.1ｍが26こという考えが出てきました。もう一度見せるので確かめてくださいＴ まず2.6ｍを数直線に表します。次に１ｍは0.1ｍが10個２ｍは20個、2.6ｍは…… どうでしたかＣ なりましたＴ 2.6ｍは0.1ｍが26個Ｔ 次に0.1ｍが26個を使って計算していくんですがいい考えが浮かんだ人はいますかＣ 0.1ｍの金額を求める。26のまま計算する、よく分からないＴ 今度はこの考えを使ってどうやって計算をして代金を求めるのかを見せます。またよく見て考えてくださいね、 。（ ） 、・整数での計算の仕方につい Ｔ 画面を見て 何かひらめいた人はいますか いた場合 おおて考える すごい。等ほめるＴ 何かひらめいた人は、ひらめいたことを発表してくださいＣ テープが動いたＣ 0.1ｍがいくらするかを求めている。Ｃ 0.1ｍが９円だから９円かける26をするＴ なるほど、0.1ｍの金額を求めるんですね。もう一度見せますねＴ 0.1ｍの値段を求める方法分かるかなＣ １ｍは0.1ｍが10個だから90を10でわるＴ １ｍの値段と0.1ｍが10こを使って0.1ｍの代金を求めるんだねＴ 0.1ｍの代金を求める式はどうなりますかＣ 90÷10Ｃ 90÷10をして９円ですＴ この９円を使って2.6ｍ分の代金を求めますＴ 続きを見せますね。よく見て考えてくださいＴ どうやっていましたかＣ 2.6ｍは0.1ｍが26個分だから９円が26個分になるＣ 0.1ｍが26個だから９×26をしていたＴ そうだね。じゃ答えを出せますかＣ ９×26＝234Ｃ 234円Ｔ 今日勉強したことをプリントに書いてください５ 学習課題のまとめをする ＊コンピュータ教材を提示し児童と応答しながらまとめを行うＴ 0.1ｍをもとにして2.6ｍは0.1ｍが26個と考えて計算しましたね６ 感想を記入する Ｔ 今日の感想を書いてください。Ｔ 発表してください。指導細案（２時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応・前時学習内容の想起 Ｔ 前の時間は0.1ｍをもとにして2.6ｍを26こという整数にして計算しましたね。１ 本時の学習内容を知る Ｔ 今日の問題はこれです。昨日と同じ問題です（紙板書を貼る）Ｔ 図の書き方をもう一度確認しておきましょうＴ 今日は同じ問題を別のやり方で整数にして計算する方法を考えていきたいと思いますＴ 何かアイディアのある人はいますかＣ 26にする。26ｍにする。小数点を消す。難しい２ 学習課題を知る Ｔ 今日の課題は90×2.6を別の方法で計算しようにします３ 解決の見通しをもつ Ｔ みんなはどんな整数になると思いますか。見通しに書いてみてね。どうするといいと思うかも書いてくださいね。Ｃ 26かな （板書）10倍かな 小数点を取る。。４ 計算の仕方を考える Ｔ そこで今日も整数にする方法をコンピュータの画面を見て考え・2.6を整数にする方法を考え てもらいます。どうやってどんな整数にしているかをじっくりとる 考えてください＊見る観点としては2.6を整数にする方法を考えるということを知らせておくＴ どうやってどういう整数にしていましたかＣ 26 26ｍＣ 10倍してたＣ 2.6ｍを26ｍにするＣ 10倍していたＣ よく分からないＴ 2.6ｍを26ｍにしていましたね。どうやって26ｍにしたかをもう一度じっくりと見て考えてください。Ｔ どうでしたかＣ やっぱり10倍してた
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＊10倍が納得できないようだったら一緒に数え10個分になっていることや2.6の10倍が26であることから理解を図るＴ 2.6ｍを10倍した26ｍを使って計算する方法を考えていきます何かひらめいた人はいますかＣ 26ｍ分の代金を求めて計算するＣ よく分からないＣ 90×26をする・整数での計算について考え Ｔ 今度はこの考えを使って、どうやって計算をして代金を求めるる のかを見せます。またよく見て考えてくださいねＴ 何かひらめいた人はいますか （いた場合）おお、すごい。等。ほめるＴ 何かひらめいた人は、ひらめいたことを発表してくださいＣ 26ｍの代金を求めてから2.6ｍの代金を求めたＣ 26ｍの代金は10倍になっている・2.6ｍの代金を求める方法を Ｔ 26ｍの代金を求めたあとどうすればいいかをよく考えてね考える Ｃ 小さくする。10倍の反対をする。10でわる。1/10にする＊10でわるや、1/10にするが出た場合はそのことを教材を見て確かめていく＊10でわるや、1/10にすることが出ない場合はリボンが短くなったこと、10倍したことを手掛かりにどのくらいの大きさにすればよいかを考えさせるＴ もう一度確かめながら見ていくからね。Ｔ まず10倍した金額を求めるんだね （板書）そのときの式は。Ｃ 90×26＝2340Ｔ 2340はもとの答えの何倍かな。Ｃ 10倍Ｔ 次にこの金額は10倍になっているから1/10にするんだね。そのときの式はＣ 2340÷10Ｔ 今勉強したことをプリントに書いてくださいＴ 今日の計算は2.6ｍを10倍して26ｍと考えて計算したんだねＴ 前の時間に計算したやり方と今日のやり方で共通していることはありますか５ 話し合う Ｃ 答え・前時のやり方との共通点を Ｃ 2.6を26にしている見つける Ｃ 整数にして計算している６ 学習のまとめをする ＊コンピュータ教材を提示し児童と応答しながら計算の仕方をまとめる７ 練習問題に取り組む Ｔ 練習問題をします （p75①）をしましょう。今日勉強したや。り方でやってみましょうＴ 問題を読みましょう。＊図が難しいときには一緒に書く＊答え合わせに教材を使う８ 感想を記入する Ｔ 今日の感想を書いてくださいＴ 発表してください指導細案（３時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応１ 本時の問題を把握する Ｔ 今日の問題はこれです（紙板書で問題を提示する）Ｔ 読んでみましょうＣ １ｍの重さが2.3kgのパイプがあります。このパイプ□ｍの重さは何㎏ですかＴ できそうですかＣ □の中に数字がないとできませんＴ そうだね じゃまず２を入れてみようかＴ 読んでみましょうＴ できますか・整数の場合について数直線 Ｔ 数直線をかきましょう。かけそう、それともまだ難しい。一緒を書く に書こうね。今日は鉛筆で自分のプリントに一緒に書きますＴ まず、何についての問題ですかＣ １ｍが2.3kgのパイプの問題ですＴ どれだけありますかＣ ２ｍありますＴ 式は言えますかＣ 2.3×２Ｔ 答えはＣ 4.6・整数の計算をもとに言葉の Ｔ 言葉の式をつくりましょう式をつくる Ｔ 2.3は何ですか
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Ｃ １ｍの重さＴ ２は何ですかＣ パイプの長さＴ 言葉の式は、1ｍの重さ×パイプの長さ＝全体の重さになりますねＴ じゃ今日の問題は （2.8と□に記入する）Ｃ 読むＴ 2.8は数直線ではどこになりますかＣ ２と３の間くらいです＊数直線上で確認するＴ 式は分かるかな・本時の問題について立式す Ｔ 式を書いてみてくださいる Ｔ 発表しましょうＣ 2.3×2.8です。言葉の式に当てはめましたＣ 問題が同じで数字が変わっただけだからＣ 数直線で見ても同じだからＴ 前の式とどこがちがいますかＣ 小数×小数になっている２ 学習課題を知る Ｔ そうだね。今日は小数×小数の問題ですねＴ 2.3×2.8の計算の仕方を考えようを課題にします３ 解決の見通しをもつ Ｔ さあ、どうすれば計算できそうかなＴ 見通しのところにどうやったらできそうか書いてみてくださいＣ 小数点がなければ簡単Ｃ 前の時間みたいに10倍にするＣ 難しいなＣ 整数ならできるＴ どんな整数になりそうですかＣ 23と28Ｔ どうやって整数にすると思いますか４ 計算の仕方を考える Ｃ 10倍する・2.3と2.8を整数にする方法 Ｔ 本当にそうなるか見てみましょうね(2.3kgについて考えさせを考える る)Ｔ 整数にするためどうしていましたか＊2.3㎏が23㎏になっていることと10倍になっていることが指摘できればよいＣ 10倍している 23になっているＴ 次に2.8を整数にするからね＊2.8ｍが28ｍになっていることと10倍していることが指摘できればよいＴ これで整数になったね・23×28の計算をする Ｔ プリントに整数にする方法を書いてください式は23×28になったね（板書）これなら計算できるかなＣ それならできるＴ じゃあ計算してみましょう。まず23×28の答えを求めましょうＴ いくらになりましたかＣ 644Ｔ これ単位なんだか分かるＣ ㎏Ｔ じゃ問題の答え、644㎏ということかなＣ なんか変だよ 重すぎる いいと思うＴ ちょっと重すぎる感じだね。正しい答えと比べてどうなっているんだろうね。Ｃ 10倍したから10倍になっている｡10倍して10倍しているから100倍になっている。２回10倍したから20倍になっている 分からない難しいＴ なるほどなるほど。他の人たちはどう。・整数の計算をすることにつ Ｔ じゃあ、644は正しい答えと比べるとどうなっているか考えていて考える みてねＴ 見せます。よく見ていてねＣ 大きくなったＣ 644は本当の答えの100倍になっているＣ 10倍を２回するから100倍になっているＴ どのくらい大きくなっているのかを考えてみようね（教材をもう一度提示する）Ｔ どう ポイントは最初に何倍して次に何倍しているかなんだけどなあＣ ああ100倍かなＴ 100倍だって どう思うＴ 確かめよう（教材をもう一度提示する）
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Ｃ 100倍だＴ まず2.3を10倍して、次に2.8を10倍しているね。ということは10倍してもう一度10倍だねＣ やっぱり100倍だＴ ということは整数にして計算すると積は何倍になるのＣ 100倍ですＴ 次にどうすればいいと思いますか・小数の積の求め方について Ｃ 小さくする考える Ｃ 1/100にするＴ まず小さくするというのはみんな共通しているね。どのくらい小さくすればいいのかを考えていきましょうＴ 教材を見せますＴ どうなっていましたかＣ 1/10になっていた。1/100になっていたＴ どっちだろうねＴ 何回1/10にしていたかなＣ ２回Ｔ 1/10にしてもう一度1/10にするということだよねＴ もう１回見て確認しましょうＴ まず１回1/10にします。1/10にしたものをもう一度1/10にしますＣ 1/100だＴ 積が100倍になっているから1/100にするんだねＴ 1/100にする式は何だろうＣ 644÷100Ｔ 今勉強したことをプリントに言葉と式を使って書いてください５ 学習課題のまとめをする ＊コンピュータ教材を提示し児童と応答しながらまとめを行う６ 感想を記入する Ｔ 今日の感想を書いてくださいＴ 発表してください指導細案（４時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応・前時学習内容の想起 Ｔ 前の時間に2.3×2.8の計算をするために勉強したことは何でし2.3×2.8の計算の仕方を考 たかえたことを想起する Ｃ 2.3と2.8を整数にしたＣ 10倍して整数にしたＣ 23と28にしたＣ 答えを1/100にした 答えを100でわった１ 本時の問題を把握する Ｔ そうだったね。今日は2.3×2.8を筆算で計算する方法を勉強し・2.3×2.8を筆算で計算する ますことを知る２ 学習課題を知る Ｔ 課題は「2.3×2.8を筆算で計算しよう」にします。３ 解決の見通しをもつ Ｔ 見通しのところに筆算の式を書いておきましたＴ どうですか。計算できそう。ちょっと難しそうＣ できそうＣ 難しそうＴ どうすればできそうですかＣ ふつうに計算する（出たらふつうの意味を聞く）Ｃ 整数の計算をしてから小数点を付けるＴ じゃ一回やってみましょう（何人かのものを紹介する。机間巡視をしながら取り扱う児童を決める）Ｔ 筆算をやってみてどうでしたかＣ 簡単Ｃ 難しいＣ ちょっと分からないＴ どこが難しいところになるのかなＣ 小数点Ｔ やっぱり小数点をどうするかがポイントになるねＴ それじゃあね、小数点をどうするかを今日は考えるからねＴ 実は今日の勉強はほとんど昨日勉強したことなんです。今日のポイントは昨日まで勉強した計算の仕方と筆算を合体させることなんです４ 筆算の計算の仕方を考え Ｔ コンピュータの画面を見せます。昨日勉強したことが出てきまる す。まずそれを見つけてください・小数を整数に置き換え計算 Ｔ 見つけましたかしたときの小数点の移動を Ｃ 10倍しているところ考える Ｔ 何のために10倍にしたんだっけ
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Ｃ 整数にするためです＊100倍と関連づけを明確にするためそれぞれやどちらもという言葉を大切に扱うＣ 644も同じですＴ 644に着目したんだねＣ 644は6.44を100倍した数ですＴ 次に、昨日まで何とかしたいといっていた小数点がどうなっているかを見つけてくださいＣ 右に１けた動いているＣ 10倍すると右に１けた動いているＴ 10倍すると右に１けた動いていますねＴ それぞれ１けた動いているよね。ということは全部で何けた動いたことになりますか・整数の計算をしたときの積 Ｃ ２けたの大きさを考える Ｔ ということは644は本当の答えの何倍になっているのかなＣ 100倍です・積を1/100にするときの小数 Ｔ プリントに書きましょう点の移動を考える Ｔ 次に小数点を付けるところを見せますＴ まず昨日勉強したことを見つけてくださいＣ 1/10している 答えを1/100にするＴ 次に小数点がどうなっているかを見つけてくださいＣ 左へ１けた動く。答えは左へ２けた動くＴ プリントに書いてください５ 学習のまとめをする ＊コンピュータ教材を提示し児童と応答しながらまとめを行う６ 練習問題に取り組む Ｔ それでは練習問題に取り組みましょう７ 感想を記入する Ｔ 今日の感想を書いてくださいＴ 発表してください指導細案（５時間目）学習内容 発問、指示 児童の反応・前時学習内容の想起 Ｔ 前の時間に筆算の計算の仕方を勉強しましたね。それでは、確認をしましょうＣ 整数にするために10倍する。小数点が右へ１けたうつる。答えは100倍になる 1/100にする１ 本時の問題を把握する Ｔ 今日の問題はこれです(紙板書で提示する)２ 学習課題を把握する Ｔ 今日は いろいろな小数のかけ算の問題を筆算で計算をします３ 解決の見通しをもつ Ｔ どうやればできそうですかＣ 10倍して整数にして、計算して1/100にする４ 自力解決に取り組む・プリントに計算の仕方や考 Ｔ それではやってみましょう。え方を記入する ＊机間巡視をして指名する児童を決めておく＊３名指名する正解をもとに検討を加え一般化を図りたいのでできている児童を指名するＴ それでは発表してもらいましょう。指名＊児童の説明を板書する５ 考えを発表する発表 Ｔ 皆さんどうでしたかＣ できてた。ちがってたＴ それではこの３つの計算を比べていきましょう。Ｔ 前回勉強したのとやり方がすっかり同じ計算はどれですか＊前時の復習で確認したことと、やり方が同じものを見つける・３つの筆算について共通点 Ｃ ①ですと相違点を見つけるいる Ｔ じゃ、①と同じところを②、③から見つけてプリントに書いてくださいＣ 10倍して整数にしているところ 整数の計算をしているところ答えが100倍になっているところ 1/100にしているところＴ 次にちがうところを見つけて書いてください。Ｔ 発表してください。Ｃ ０を消している。 １の位に０を書いている。６ 学習課題のまとめをする ＊児童と応答しながら学習のまとめをする７ 練習問題に取り組む Ｔ それでは練習問題に取り組みましょう。＊プリントを配布Ｔ プリントに取り組んでください。＊机間巡視をしながら丸つけをする。８ 感想 Ｔ 今日の感想を書いてくださいＴ 発表してください
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